
 

 

 

「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2期／自動運転（システムとサービスの

拡張）」にて実施する東京臨海部実証実験の交通事故調査業務を受託 
～安全で快適な自動運転社会の実現を目指し、実証実験の円滑な運営をバックアップ～ 

２０２０年６月１５日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（社長：金杉 恭三）は、
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下「NEDO」）が管理法人を務め、内閣府が実施
する「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2 期／自動運転（システムとサービスの拡張）」※1

に係る東京臨海部での実証実験において本実証実験中に万が一事故が発生した場合の調査業務を受託しま
したのでお知らせします。 

 

１． 背景 

内閣府が実施する「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2期／自動運転（システムとサ

ービスの拡張）」では、安全で快適な自動運転社会の実現を目指し、東京臨海部において一般道の交通

インフラからの信号情報や高速道路の合流支援情報などを活用したインフラ協調型の自動運転の実証

実験を実施しています。 

この度、当社は国内外の機関が多く参加する実証実験の円滑な運営をバックアップし、自動運転社会

の早期実現に貢献したいとの思いから、本実証実験を運営する NEDO より、本実証実験中に万が一事故

が発生した場合の事故調査業務を受託しました。 

 

２． 概要 

当社はこれまでの交通事故調査におけるノウハウに加え、当社が提供する 24時間 365日事故対応サ

ービスのノウハウを活用し、本実証実験における交通事故発生時（土日祝・深夜含む）に、交通事故調

査業務を行います。具体的には、本実証実験中に万が一事故が発生した場合においては NEDO からの調

査依頼を受け、関係先企業※2と協力し現場調査を行い、6時間以内に調査報告書を作成・提供します。 

 

   【対応イメージ】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿 1-28-1 

www.aioinissaydowa.co.jp 



３． 今後の展開 

当社は、これまで自動運転車向け保険商品の開発や自動運転車の事故等に係る損害調査手法、保険会

社の事故・トラブル対応のあり方を研究し、自動運転社会の到来に向けて準備を進めています。本業務

の受託を通じて新たな知見を蓄積し、今後、各地で行われる実証実験の円滑な運営を支援することで、

自動運転に関する社会的受容性を高め、普及を促進し「安心・安全」なモビリティ社会の実現に貢献し

ていきます。 

 

 

※1 「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第２期／自動運転（システムとサービスの拡張）」 

自動運転を実用化し普及拡大していくことにより、交通事故の低減、交通渋滞の削減、交通制約者のモビリティの確保、

物流・移動サービスのドライバー不足の改善・コスト低減等の社会的課題の解決に貢献し、 すべての人が質の高い生活

を送ることができる社会の実現を目指して、産学官共同で取り組むべき共通課題（協調領域）の 研究開発を内閣府が推

進するプロジェクトです。 

自動運転（システムとサービスの拡張） SIP-adus Automated Driving for Universal Service （SIP 自動運転の web

サイト） 

 

※2 関係先企業 

  （車両詳細調査）あいおいニッセイ同和損害調査株式会社 

  （現場調査）  日本ハイウエイ・サービス株式会社 

 

以上 

 

当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 

http://www.sip-adus.go.jp/

